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令和７年度 串本中学校 

モデルロケット教室の実施報告書 

和歌山県宇宙教育研究会 事務局長 

和歌山県立桐蔭高等学校 藤木郁久 

１．開催目的 

モデルロケットを自分で作って、実際に火薬で８０ｍ上空まで飛ばすという経験を通して

ロケットの飛ぶしくみや飛ぶ原理を理解し、カイロスロケット発射場のある串本町に在住の

中学生が、宇宙をさらに身近に感じるきっかけ作りとなるようにしたい。 

 

２．実施の詳細 

 

10月 14日（火） 

串本中学校モデルロケット教室 

会場：串本中学校と望楼の芝 

 

串本中学校の中１の全生徒２８名（１名の欠席）を対象に、モデルロケット教室を開催し

た。串本中学校では毎年、中１生を対象に行っていて、５年目である。メインの講師を串本

古座高校の太田先生が務めた。藤木と串本町役場ロケット推進室東田さん、南紀串本観光協

会 青木圭さんがサポートを行った。また、串本古座高校 宇宙探究コースやＣＧＳ部の生

徒６名も手伝いに来てくれた。午前中にモデルロケットを作製し、昼食をはさみ、残りの組

み立てを完成させた後、望楼の芝へマイクロバスで移動し、モデルロケットの打ち上げを行

った。 

打ちあがる度に大きな歓声があがっていた。今回はドローンの操縦体験も十分な時間を確

保して行ってもらった。 

 

   

＜串本古座高校 太田先生＞ ＜打上準備完了＞ ＜勢いよく打ち上がる 

モデルロケット＞ 
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＜望楼の芝にて＞ ＜ドローンからの集合写真＞ ＜最後のまとめ＞ 

 

  

 

 

 

 

 

＜串本古座高校６名と藤木＞ 

ドローンにて撮影 

  

 

３．成果 

和歌山県宇宙教育研究会を２０２０年９月に発足し、串本町を中心に活動を行っていま

す。中学校での授業としての取組も５年目となった。串本西中学校や西向中学校は３年ごと

に、串本中学校や潮岬中学校は１年ごとにこれからもモデルロケット教室を開催していきた

い。 

今年も、串本町よりモデルロケットの教材費や藤木の出張旅費を支出してもらえた。中学

校や生徒の負担０で、１人４千円のキットにて授業を受けることができ、多くの方からお礼

のお言葉をもらうことができた。打ち上げの瞬間には大きな歓声を聞くことができ、主催す

る我々もやりがいを感じることのできる瞬間を何度も味わうことができた。来年も、この取

組を串本古座高校の太田先生や、串本古座高校ＣＧＳ部、宇宙探究コースの生徒、串本町役

場ロケット推進室や南紀串本観光協会青木さん、ＵＳＰさんの協力のもとに、行っていきた

い。 

串本町に完成した発射場から１８ｍのカイロスロケット３号機が飛び立つ瞬間が楽しみ

である。 

 和歌山県宇宙教育研究会として「宇宙のまち串本」を応援していきたい。 


